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石
橋
移
設・復
元
の
先
駆
的
文
化
遺
産

諫
早
眼
鏡
橋
と
模
型
橋

諫
早
の
親
子
眼
鏡
橋

　

諫
早
眼
鏡
橋（
長
崎
県
諫
早
市
、
１
８

３
９
年
架
橋
、橋
長
49
・
25
㍍
、橋
幅
５
・

５
㍍
）
の
あ
る
諫
早
公
園
に
隣
接
す
る

高
城
公
園
内
に
２
０
１
２（
平
成
24
）年

12
月
、長
さ
10
㍍
、幅
１
・
１
㍍
の
諫
早

眼
鏡
橋
模
型
橋
が
移
築
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
模
型
橋
は
、
諫
早
眼
鏡
橋
の
正
確

な
縮
尺
の
模
型
橋
で
、
高
城
公
園
か
ら

見
る
と
位
置
に
よ
っ
て
は
、
手
前
に
小
さ

な
模
型
橋
、
そ
の
先
に
諫
早
眼
鏡
橋
が

見
え
、
こ
の
大
小
２
橋
を
「
親
子
眼
鏡

橋
」
と
呼
ぶ
人
が
い
る
。現
在
は
緑
豊
か

で
静
か
な
公
園
内
に
落
ち
着
い
た
様
子

の
親
子
眼
鏡
橋
だ
が
、
2
橋
が
こ
こ
に

保
存
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

変
遷
が
あ
っ
た
。

　

１
９
５
７
（
昭
和
32
）
年
の
「
諫
早
大

水
害
」
で
は
、
本
明
川
に
架
か
っ
て
い
た

諫
早
眼
鏡
橋
に
流
木
や
が
れ
き
な
ど
が

詰
ま
り
、
周
辺
に
重
大
な
浸
水
被
害
を

及
ぼ
し
た
と
し
て
、
住
民
か
ら
橋
の
爆

破
・
撤
去
の
声
が
挙
が
っ
た
。こ
れ
に
対

し
、
当
時
の
野
村
儀
平
・
諫
早
市
長
は
、

諫
早
眼
鏡
橋
を
石
造
橋
で
初
め
て
と
な

る
国
の
重
要
文
化
財
指
定
と
し
、橋
を
一

時
石
材
に
解
体
し
て
、
諫
早
公
園
へ
移

設
・
復
元
す
る
と
い
う
前
例
の
な
い
事

業
を
推
進
し
た
。

　

当
時
、
同
市
役
所
土
木
課
の
職
員
と

し
て
こ
の
事
業
の
工
事
主
任
を
務
め
た

人
物
が
、
後
に
本
会
の
初
代
事
務
局
長

4面　滋賀・甲賀十三橋めぐり（森野秀三）
7面　I♡めがね橋（上塚尚孝）

2面　熊本・平山橋を移築
6面　石橋を守るために(2)（軸丸英顕）

中面の案内

諫
早
眼
鏡
橋
模
型
橋（
手
前
）と
諫
早
眼
鏡
橋（
奥
）＝
長
崎
県
諫
早
市

写
真
提
供
／
中
村
ま
さ
あ
き

と
な
る
山
口
祐
造
氏（
故
人
）だ
っ
た
。山

口
氏
は
諫
早
眼
鏡
橋
の
移
設
・
復
元
に

向
け
、
諫
早
石
工
組
合
員
の
協
力
を
得

て
、
眼
鏡
橋
に
使
わ
れ
て
い
る
約
２
８

０
０
個
に
上
る
５
分
の
１
ス
ケ
ー
ル
の

石
材
を
造
り
、
10
カ
月
を
掛
け
て
何
度

も
、
模
型
橋
を
組
み
立
て
て
は
解
体
す

る
実
験
を
行
っ
た
。こ
の
当
時
の
状
況

は
、「
石
橋
は
生
き
て
い
る
」（
山
口
祐
造

著
、
葦
書
房
、
１
９
９
２
年
発
行
）等
に

詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

　

模
型
橋
は
、
諫
早
眼
鏡
橋
の
移
設
・

復
元
が
実
現
し
た
後
に
地
元
保
存
が
検

討
さ
れ
た
が
、
水
害
後
の
諫
早
市
に
は

適
地
が
な
か
っ
た
た
め
、
74
（
昭
和
39
）

年
に
国
の
仲
介
に
よ
り
、
埼
玉
県
所
沢

市
の
旧
ユ
ネ
ス
コ
村
に
譲
渡
、
保
存
さ

れ
た
。し
か
し
、
２
０
０
６（
平
成
18
）年

に
ユ
ネ
ス
コ
村
が
閉
鎖
さ
れ
、
模
型
橋

は
放
置
さ
れ
た
状
態
に
な
っ
て
い
た
た

め
、
こ
れ
を
憂
慮
し
た
地
元
経
済
界
や

文
化
団
体
、
行
政
や
市
民
の
有
志
ら
が

協
力
し
て
募
金
活
動
を
行
い
、
模
型
橋

の
里
帰
り
が
実
現
し
た
。

　

諫
早
眼
鏡
橋
の
移
設
・
復
元
が
で
き

た
の
は
、こ
の
精
巧
な
模
型
橋
が
あ
っ
た

か
ら
で
あ
り
、
当
時
の
移
設
・
復
元
を

物
語
る
文
化
遺
産
と
し
て
模
型
橋
も
貴

重
で
あ
る
。大
小
２
つ
の
眼
鏡
橋
を
親

子
眼
鏡
橋
と
し
て
、
諫
早
の
新
た
な
名

所
と
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。
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熊
本
県
山
鹿
市
の
平
山
温
泉
街
に
あ
っ
た「
平
山
橋
」は
、
保
存
す
る
方
向
で
２
０
１
２
年

に
解
体
・
撤
去
さ
れ
、石
材
が
山
鹿
市
立
博
物
館
の
敷
地
内
に
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、同
温
泉

街
に
あ
る
平
山
阿
蘇
神
社
そ
ば
へ
の
移
築
が
決
ま
り
、
今
年
３
月
に
そ
の
工
事
が
終
わ
っ
た
。

工
事
に
は
肥
後
種
山
石
工
技
術
継
承
講
座
の
受
講
者
も
参
加
し
、
石
橋
移
築
工
事
の
腕
を
磨

い
た
。本
会
の
石
橋
構
築
・
修
復
技
術
者
養
成
事
業
の
実
行
委
員
長
を
務
め
る
上
塚
尚
孝
・

事
務
局
長
の
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
す
る
。

肥
後
種
山
石
工
技
術
継
承
講
座
受
講
者
も
参
加

平
山
橋
を
移
築

写
真
提
供
／
中
村
ま
さ
あ
き

保
存
工
事
が
完
成
し
た
平
山
橋（
２
０
１
５
年
3
月
22
日
撮
影
）

江
戸
期
の
石
橋
を
移
築
へ

　

熊
本
県
の
北
部
に
位
置
す
る
山

鹿
市
に
あ
る
平
山
温
泉
。温
泉
街
を

流
れ
る
岩
村
川
に
架
か
っ
て
い
た
平

山
橋
は
、
江
戸
末
期
の
１
８
６
１

（
文
久
元
）年
に
築
造
さ
れ
、
１
９
１

４（
大
正
３
）年
に
は
下
流
側
に
同
様

の
石
材
、
同
サ
イ
ズ
の
石
橋
を
併
設

し
て
路
面
の
拡
幅
が
な
さ
れ
、
温
泉

利
用
客
に
重
宝
が
ら
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
近
年
、
大
雨
に
な
る
と
付

近
の
住
宅
が
床
下
浸
水
の
被
害
を

受
け
る
と
し
て
、
地
域
住
民
か
ら
平

山
橋
撤
去
の
声
が
挙
が
り
、
２
０
１

４
（
平
成
26
）
年
に
解
体
。同
年
末
、

温
泉
郷
に
あ
る
平
山
阿
蘇
神
社
（
阿

蘇
五
宮
）
そ
ば
の
空
き
地
に
、
江
戸

期
築
造
部
分
の
み
移
築
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

❖　
　
　

❖

　

同
年
12
月
６
日
。移
築
工
事
が
行
わ
れ
て
い

る
現
場
に
行
く
と
、鉄
骨
製
の
支
保
工
が
設
置

さ
れ
、
直
方
体
の
輪
石
が
左
岸
側
に
４
列
、
右

岸
側
に
５
列
積
ま
れ
て
い
た
。現
場
に
は
、
本

会
の
石
橋
構
築
・
修
復
技
術
者
養
成
事
業
で

実
技
指
導
を
お
願
い
し
て
い
る
竹
部
光
春
師

匠
、
世
話
役
を
務
め
る
尾
上
一
哉
さ
ん
、
受
講

者
の
藤
原
孝
史
さ
ん
、
本
田
和
幸
さ
ん
、
山
下

勇
輔
さ
ん
の
顔
が
あ
っ
た
。尾
上
さ
ん
に
聞
く

と
、
支
保
工
に
積
ま
れ
た
輪
石
は
、
ま
だ
仮
積

み
の
状
態
で
あ
る
ら
し
い
。

石
材
に
丁
寧
な
加
工
が

　

一
見
す
る
と
、
輪
石
の
加
工
は
見
事
な
も
の

で
、
接
合
面
は
丁
寧
に
加
工
が
施
さ
れ
て
い

る
。「
相
当
な
腕
の
持
ち
主
が
居
ら
し
た
と
だ

ろ
う
。誰
だ
ろ
か
」
と
竹
部
師
匠
は
お
っ
し
ゃ

る
。師
匠
は
過
去
に
、
鹿
児
島
市
の
西
田
橋
解

体
復
元
工
事
で
石
工
棟
梁
を
務
め
た
経
験
を

お
持
ち
だ
か
ら
、
野
津
石
工
、
岩
永
三
五
郎
の

仕
事
ぶ
り
を
思
わ
れ
て
か
、
驚
き
と
感
心
の

様
子
。同
事
業
の
世
話
役
を
務
め
る
尾
上
一
哉

さ
ん
が
、「
近
く
に
あ
る
湯
山
橋
に
つ
い
て
は

『
石
工
猿
渡
某
』と
記
録
に
あ
る
け
れ
ど
、こ
の

平
山
橋
の
石
工
は
誰
か
、
分
か
っ
て
い
ま
せ

ん
」と
答
え
ら
れ
る
。

　
「
す
り
合
わ
せ
の
面
や
切
断
面
が
、
こ
れ
だ

け
見
事
に
仕
上
げ
て
あ
る
の
は
、石
工
に
十
分

な
報
酬
を
出
し
た
ス
ポ
ン
サ
ー
が
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
」
と
、
誰
か
が
言
っ
た
言
葉
を
聞

要石の列だけが下に下がっている 1861( 文久元 ) 年築造部分のみを保存

熊
本
・
山
鹿
市
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き
、
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
と
思
え
た
。そ
う
い
え
ば
、鹿
児
島
市
に
あ
っ

た
甲
突
川
五
石
橋（
玉
江
橋
、
新
上
橋
、
西
田

橋
、高
麗
橋
、武
之
橋
）の
う
ち
、仕
上
げ
鉋（
か

ん
な
）
を
か
け
た
よ
う
な
面
に
驚
く
西
田
橋

は
、
他
の
４
橋
よ
り
工
事
費
が
２
・
５
〜
４
・

５
倍
も
高
額
。「
鹿
児
島
で
は
報
酬
が
高
け
れ

ば
、
石
工
も
そ
れ
な
り
の
仕
事
を
し
と
っ
た
」

と
竹
部
師
匠
は
振
り
返
ら
れ
る
。

要
石
に
謎
の
特
徴

　

平
山
橋
の
輪
石
に
つ
い
て
、
竹
部
師
匠
が

「
ど
う
し
て
も
分
か
ら
ん
」
と
お
っ
し
ゃ
る
の

は
、
要
石
の
列
だ
け
が
、
隣
り
合
わ
せ
た
輪
石

よ
り
５
㌢
ほ
ど
底
面
が
下
に
下
が
っ
て
い
る

こ
と
。な
ぜ
こ
ん
な
設
計
、
い
や
工
法
な
の
だ

ろ
う
か
…
。

　

私
の
知
る
限
り
で
は
、城
北
の
地（
熊
本
県

北
部
）に
あ
る
め
が
ね
橋
に
こ
の
要
石
の
形
態

は
多
い
。尾
上
さ
ん
も
そ
の
理
由
を
ご
存
じ
な

い
。そ
れ
で
も
、
平
山
橋
の
輪
石
を
復
元
す
る

際
に
設
置
さ
れ
た
支
保
工
も
、要
石
の
底
面
だ

け
が
５
㌢
ほ
ど
下
に
下
が
っ
た
状
態
を
前
提

に
製
作
さ
れ
、元
通
り
に
石
材
を
組
み
立
て
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
に
残

さ
れ
た
宿
題
で
あ
る
。

　

さ
て
、
工
事
の
様
子
を
見
て
い
る
と
、
受
講

者
は
バ
ー
ル
を
手
に
、直
方
体
の
石
材
の
す
り

合
わ
せ
に
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
取
り
組
ん
で

い
る
。な
か
な
か
は
か
ど
ら
な
い
も
の
の
、
竹

部
師
匠
の
指
示
を
聞
き
な
が
ら
微
調
整
し
て

い
く
姿
は
、見
て
い
て
頼
も
し
い
。

　

こ
の
日
は
近
く
の
湯
山
橋
や
小
原
橋
を
撮

影
す
る
た
め
、私
は
現
場
を
後
に
し
た
。

❖　
　
　

❖

　

同
年
12
月
19
日
。前
日
に
尾
上
さ
ん
か
ら
、

「
明
日
、
要
石
を
入
れ
ま
す
」と
聞
い
た
た
め
、

要
石
を
入
れ
る
現
場
に
興
味
が
湧
き
、平
山
橋

移
築
工
事
の
現
場
を
訪
れ
た
。

　

要
石
は
ア
ー
チ
を
横
か
ら
見
る
と
中
央
に

位
置
す
る
が
、
ア
ー
チ
を
下
か
ら
見
て
み
る

と
、い
ろ
い
ろ
な
発
見
が
あ
る
。

　

例
１
の
要
石
は
川
の
流
れ
に
対
し
、垂
直
方

向
に
長
い
直
方
体
の
石
材
が
多
数
使
用
さ
れ

て
い
る
。例
２
は
要
石
が
立
方
体
に
な
っ
て
い

て
、輪
石
１
列
に
は
２
〜
３
個
の
石
材
が
使
わ

れ
て
い
る
。先
に
築
造
さ
れ
た
例
１
の
石
橋
の

要
石
が
例
２
に
変
化
し
た
と
し
て
、ど
ち
ら
も

他
の
輪
石
よ
り
も
要
石
に
は
多
数
の
石
材
が

使
わ
れ
て
い
る
。

両
脇
か
ら
順
に
中
央
へ

　

さ
て
、平
山
橋
の
要
石
を
ど
ん
な
順
序
で
は

め
る
の
か
。要
石
の
石
材
は
７
個
で
、
各
石
材

に
は
「
Ａ
、Ｃ
、Ｄ
、Ｅ
、Ｆ
、Ｇ
、Ｈ
」
と
記
号
が

振
ら
れ
て
い
る
が
、
な
ぜ
か「
Ｂ
」の
記

号
が
振
ら
れ
た
石
材
は
な
く
、飛
ば
し

て
あ
る
。

　

竹
部
師
匠
不
在
の
た
め
、尾
上
さ
ん

が
、「
ま
ず
Ｅ
の
石
材
を
重
し
の
た
め
、

中
央
に
仮
置
き
し
ま
す
」と
指
示
。「
そ

の
次
は
上
流
側
Ａ
、下
流
側
Ｈ
を
は
め

ま
ー
す
」
の
声
で
、
ま
ず
ク
レ
ー
ン
で

Ａ
の
石
材
が
所
定
の
位
置
へ
運
ば
れ
、

本
田
さ
ん
が
そ
れ
を
は
め
る
前
に
石

材
に
つ
い
た
土
を
拭
き
取
る
。そ
の

後
、
山
下
さ
ん
と
藤
原
さ
ん
、
尾
上
建

設
の
坂
本
さ
ん
が
一
緒
に
な
っ
て
、
所
定
の
位

置
に
ぴ
っ
た
り
納
め
よ
う
と
真
剣
に
取
り
組

む
。ち
ょ
っ
と
位
置
が
悪
い
と
、
再
度
ク
レ
ー
ン

で
つ
り
上
げ
て
は
納
め
直
す
。そ
の
繰
り
返
し

で
、石
材
Ａ
と
Ｈ
が
両
端
に
鎮
座
し
た
。

　

次
は
石
材
Ｃ
の
番
。ク
レ
ー
ン
で
同
様
に
つ

り
上
げ
て
所
定
の
場
所
に
降
ろ
し
、そ
こ
か
ら

微
調
整
し
な
が
ら
、
と
い
っ
て
も
隣
接
す
る
石

材
の
面
を
そ
ろ
え
る
た
め
に
、
バ
ー
ル
や
手
を

使
う
。お
互
い
の
気
持
ち
と
心
、
呼
吸
が
そ
ろ

っ
て
は
じ
め
て
、う
ま
く
納
ま
っ
て
い
く
。

　

城
北
地
方
の
要
石
の
底
面
は
、す
ぐ
横
の
輪

石
の
底
面
よ
り
５
㌢
ほ
ど
下
が
っ
て
い
る
。隣

接
す
る
要
石
の
底
面
の
位
置
を
そ
ろ
え
、接
合

面
も
ぴ
っ
た
り
合
わ
せ
る
。作
業
は
三
次
元
の

世
界
の
中
に
浸
っ
た
状
態
。そ
し
て
全
て
の
要

石
が
よ
う
や
く
納
ま
っ
た
。

アーチを下から見て分かる
要石の特徴

平山橋（1861年）の要石の列

例1　熊本市北区の豊岡橋（1802年）

例2　熊本・御船町の門前川橋（1808年）

例3　熊本・宇城市の松合橋（1820年）

→川の流れの方向→

輪石

輪石

要石→

輪石

輪石

要石→

輪石

輪石

要石→
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滋
賀
県
出
身
の
私
は
以
前
、大
阪
に
住
ん
で

い
ま
し
た
が
、滋
賀
県
大
津
市
の
滋
賀
会
館
ギ

ャ
ラ
リ
ー
で
10
年
間
、「
日
本
の
石
橋
展
」と
い

う
写
真
展
を
催
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
会
館
に
は
滋
賀
県
の
各
方
面
の
業
界
組

合
が
数
多
く
入
居
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、各
業

界
や
行
政
幹
部
の
人
た
ち
が
写
真
展
を
見
に

来
ら
れ
た
こ
と
が
幸
い
し
ま
し
た
。県
発
行
の

雑
誌「
湖
国
と
文
化
」の
１
２
３
号
に「
石
橋
紀

行
」
と
い
う
特
集
を
組
ん
で
も
ら
っ
た
こ
と

で
、
石
橋
の
こ
と
が
県
民
に
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。ま
た
、
滋
賀
県
甲
賀
合
同
庁
舎

の
県
観
光
展
で
は
、
後
で
紹
介
す
る「
甲
賀
十

三
橋
」と
い
う
、
私
が
発
案
し
た
企
画
展
を
特

別
に
開
催
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、私
は
親
の
介
護
の
た
め
滋
賀
県
甲

賀
市
に
帰
り
ま
し
た
が
、県
立
琵
琶
湖
博
物
館

（
草
津
市
）で
、石
橋
写
真
展
を
４
年
連
続
で
開

催
し
て
い
ま
す
。滋
賀
県
で
は
驚
く
こ
と
に
、

新
聞
社
が
新
聞
紙
面
３
分
の
２
を
使
っ
て
、
特

集
記
事
を
掲
載
し
て
く
れ
ま
し
た
。お
か
げ
で

昨
年
の
琵
琶
湖
博
物
館
の「
す
ば
ら
し
き
石
橋

展
」に
は
、た
く
さ
ん
の
来
場
者
が
あ
り
、さ
ら

に
昨
年
は
、「
文
化
で
滋
賀
を
元
気
に
賞
！
」を

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
元
テ
レ
ビ
局
の
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
で
も

「
す
ば
ら
し
き
石
橋
展
」が
紹
介
さ
れ
、そ
の
翌

日
か
ら
1
カ
月
間
、
同
局
の
ス
ポ
ッ
ト
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
と
し
て
石
橋
展
の
模
様
は
毎
日
、
放
送

さ
れ
ま
し
た
。

大鳥神社太鼓橋
甲賀市甲賀町鳥居野、1744（延享元）年架橋

写真提供／森野秀三

会
員
活
動
報
告
　
森
野
　
秀
三（
滋
賀
県
）

石橋を町おこしに生かす

「甲賀十三橋めぐり」
　滋賀県を拠点に全国の石橋を紹介する活動を続ける森野
秀三会員。活動の中で特に地元で注目を集めているのが、
「甲賀（こうか）十三橋めぐり」。甲賀・湖南市の神社に架かる
13の神橋巡りを、町おこしにつなげる試みである。独特の形
をした参道橋の魅力とその活動の広がりについて、森野会員
に語ってもらった。

背の高い太鼓橋や重厚な石桁橋が点在

矢川神社太鼓橋
甲賀市甲南町森尻、1671（寛文11）年架橋

椿神社太鼓橋
甲賀市甲賀町隠岐、1751～64（宝暦）年架橋

和野八幡神社太鼓橋
甲賀市水口町和野、1703（元禄16）年架橋

八坂神社下馬橋
甲賀市水口町嶬峨、1699（元禄12）年架橋 ②④⑤

①
③
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甲
賀
は
「
甲
賀
忍
者
」
の
古
里
と
し
て
有

名
で
す
が
、「
こ
う
が
」
と
濁
ら
ず
、「
こ
う
か
」

と
読
み
ま
す
。
旧
甲
賀
郡（
甲
賀
市
・
湖
南
市
）

の
神
社
に
は
、
京
都
や
奈
良
に
は
な
い
、
背

の
高
い
太
鼓
橋
や
長
さ
の
あ
る
重
厚
な
石
桁

橋
が
あ
る
の
で
す
。
私
は
そ
の
中
か
ら
皆
さ

ん
に
紹
介
し
た
い
13
橋
を
「
甲
賀
十
三
橋
」

と
呼
び
、
石
橋
展
な
ど
で
紹
介
し
、「
甲
賀
十

三
橋
め
ぐ
り
」
の
た
め
の
地
図
を
作
っ
て
配

布
し
て
い
ま
す
。

　

湖
南
市
の
夏
見
神
社
の
石
橋
は
、
付
近
の

小
学
校
の
校
舎
よ
り
高
い
と
こ
ろ
を
流
れ
る

天
井
川
の
由
良
谷
川
に
架
か
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
は
と
て
も
不
思
議
な
空
間
で
、
由
良
谷
川

は
水
無
川
な
の
で
、
川
床
に
下
り
て
橋
の
下

か
ら
の
撮
影
も
で
き
ま
す
。

　

甲
賀
市
の
宇
田
八
幡
神
社
で
は
、
京
都
で

大
成
功
し
た
地
元
出
身
の
呉
服
商
「
近
江
屋
」

さ
ん
が
、
石
橋
と
神
輿
（
み
こ
し
）
を
寄
進

し
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
時
代
劇
に
出

て
き
そ
う
な
面
白
い
話
で
す
。

　

大
き
な
太
鼓
橋
の
矢
川
神
社
、
水
口
神
社
、

大
鳥
神
社
、
国
中
神
社
、
水
の
豊
か
な
柏
木

神
社
、
川
の
な
い
三
十
八
社
、
桜
の
き
れ
い

な
和
野
八
幡
神
社
、
脚
の
長
い
椿
神
社
、
擬

宝
珠
（
ぎ
ぼ
し
）
の
あ
る
日
枝
神
社
、
森
の

中
の
八
坂
神
社
下
馬
橋
、
究
極
の
太
鼓
ア
ー

チ
の
貴
船
神
社
な
ど
、
ど
れ
も
個
性
的
で
重

厚
な
石
橋
で
す
。

　

こ
れ
が「
甲
賀
十
三
橋
め
ぐ
り
」な
の
で
す
。

（
２
０
１
５
年
２
月
17
日
）

水口神社下馬橋
甲賀市水口町宮の前、江戸時代架橋

柏木神社下馬橋
甲賀市水口町北脇、1703（元禄16）年架橋

宇田八幡神社下馬橋
甲賀市水口町宇田、1953（昭和28）年架橋

夏見神社石橋
湖南市夏見、1937（昭和12）年架橋

貴船神社太鼓橋
湖南市岩根、江戸時代架橋

日枝神社太鼓橋
湖南市下田、1912（明治45）年架橋

三十八社下馬橋
甲賀市水口町伴中山、1688～1704（元禄）架橋

国中神社下馬橋
甲賀市水口町植、1935（昭和10）年架橋

⑬⑫⑪

⑩

⑨

⑧ ⑦ ⑥

12

11

13
10

❼
❻

❺

❷

❶

❸

❹

❽❾

甲賀土山IC

貴生川駅貴生川駅

三雲駅

寺庄駅

甲南駅

甲西駅

信楽IC

甲南IC

JR草津線

近江
鉄道

信楽
高原
鐵道

新名神高速道路

1

307

307

307

甲賀市役所甲賀市役所

0 51 2 3 4

甲賀十三橋めぐりmap

km

1
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水を「ゆっくり流して」守る
遊
水
地
に
よ
る
流
出
抑
制
の
事
例

　

熊
本
市
の
坪
井
川
は
、
再
三
、
大
き
な
洪

水
を
引
き
起
こ
し
て
き
た
た
た
め
、昭
和
50

年
代
か
ら
河
川
改
修
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

人
家
が
密
集
す
る
市
街
地
を
流
れ
て
い
る

の
で
、川
幅
を
広
げ
る
に
は
膨
大
な
費
用
と

時
間
が
必
要
に
な
り
ま

す
。そ
こ
で
、
市
街
地
の

上
流
に
堤
防
を
越
え
る

量
の
川
の
水
を
一
時
的

に
た
め
、
水
が
減
っ
た

後
で
ゆ
っ
く
り
と
流
す

役
割
を
持
つ
遊
水
地

（
写
真
１
）
を
造
っ
て
、

最
大
流
水
量
を
毎
秒
約

80
㌧
減
ら
す（
図
１
）改

修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
市
街

地
で
は
川
底
を
掘
り
下

げ
る
だ
け
で
、
洪
水
を

防
げ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

川
幅
が
変
わ
ら
な
か

っ
た
た
め
、
坪
井
川
に

架
か
る
明
治
８
年
架
橋

の
明
八
橋
と
10
年
架
橋

の
明
十
橋
（
写
真
２
）
は
そ
の
ま
ま
の
姿
で

残
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。明
十
橋
は
今
も

現
役
の
県
道
橋
と
し
て
の
役
目
を
果
た
し
、

明
八
橋
は
歩
道
橋
と
し
て
現
地
に
残
り
、月

見
会
の
会
場
に
な
る
な
ど
、地
域
住
民
の
絆

を
深
め
る
場
と
し
て
も
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
都
心
に
あ
る
常
磐
橋（
写
真

３
）や
日
本
橋
も
、
実
は
遊
水
地
と
同
じ
流

出
抑
制
の
役
割
を
持
つ
、
地
下
調
整
池
な
ど

の
施
設
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

ダ
ム
に
よ
る

流
出
抑
制
の
事
例

　

熊
本
県
美
里
町
に
あ

る
霊
台
橋
（
写
真
４
）
の

す
ぐ
上
流
に
は
、緑
川
ダ

ム
が
整
備（
昭
和
46
年
完

成
）
さ
れ
て
い
ま
す
。こ

の
ダ
ム
は
、強
い
雨
が
降

っ
た
時
に
一
時
的
に
水
を

貯
留
し
、下
流
の
流
れ
が

小
さ
く
な
っ
て
か
ら

徐
々
に
流
す
役
割
を
持

っ
て
い
ま
す
。国
土
交
通

省
に
よ
る
と
、緑
川
ダ
ム

は
毎
秒
８
０
０
㌧
の
水

を
調
節
で
き
る
能
力
が

あ
る
と
さ
れ
ま
す
。ダ
ム

に
よ
る
流
出
抑
制
に
よ

っ
て
、
霊
台
橋
付
近
の
川

幅
は
今
後
も
広
げ
る
必
要
は
な
く
、洪
水
防

止
の
面
か
ら
霊
台
橋
の
撤
去
が
検
討
さ
れ

る
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。上
流
側
に
新
し
い

橋
が
併
設
さ
れ
、国
道
橋
と
し
て
の
役
割
を

終
え
た
霊
台
橋
は
建
設
時
の
形
を
取
り
戻

し
、
緑
川
の
川
面
に
美
し
い
姿
を
映
し
て
い

ま
す
。

　

同
様
に
、
熊
本
県
菊
池
市
の
迫
間
川
で

も
、
上
流
に
造
ら
れ
た
竜
門
ダ
ム
の
流
出
抑

制
効
果
に
よ
っ
て
、
川
の
拡
幅
は
不
要
に
な

り
ま
し
た
。こ
の
た
め
、迫
間
橋（
１
８
２
９

年
架
橋
）な
ど
、
こ
の
川
に
架
か
る
石
橋
群

も
そ
の
ま
ま
残
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

前
回
、
石
橋
の
存
在
を
脅
か
す
「
社
会

の
声
」
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。な
か
で
も

「
洪
水
の
防
止
を
望
む
声
」に
応
え
る
こ
と

は
、
安
全
な
社
会
を
つ
く
る
上
で
避
け
て

通
れ
な
い
大
事
な
こ
と
で
す
。

　

洪
水
を
防
ぐ
対
策
と
し
て
は
、
川
幅
を

広
げ
る
の
が
一
般
的
で
す
が
、
石
橋
の
保

全
に
影
響
が
少
な
い
他
の
方
法
も
あ
り
ま

す
。今
回
、遊
水
地
や
ダ
ム
な
ど
を
整
備
し

て
、
川
の
水
量
を
調
整
す
る「
流
出
抑
制
」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。こ
の
方
法
を
採

れ
ば
、
川
の
形
を
あ
ま
り
変
え
な
く
て
も

洪
水
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
結
果
的
に
現

位
置
で
の
石
橋
保
存
が
可
能
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

写真１　坪井川遊水地の水門（熊本市北区）
川の増水時に遊水地に水が入り、減水後に徐々に水が戻る構造

写真４　霊台橋（美里町）
上流（右上）の緑川ダムで霊台橋は守られている

写真３　常磐橋（東京都千代田区）
日本橋川に架る明治初期に築造された石橋。
東日本大震災で被災し、現在は復旧工事中

写真２　明十橋（熊本市中央区）
扁平アーチで路面は平坦、幅も広く県道橋
として現役。名工、橋本勘五郎の傑作

図
１　
坪
井
川
の
流
出
抑
制
計
画（
１
９
９
１
年
熊
本
県

　
　
　
河
川
課
発
行「
坪
井
川
多
目
的
遊
水
地
」よ
り
）

石
橋
を

守
る
た
め
に
᳄
２
᳅

　
　
　
　

  

会
員　

軸
丸　

英
顕
᳄
熊
本
県
᳅

写
真
提
供
／
軸
丸
英
顕

　

次
回
は
、「
河
川
バ
イ
パ
ス
」に
よ
っ
て
石

橋
が
守
ら
れ
た
事
例
を
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。こ
の
方
法
は
、
九
州
北
部
豪
雨
で

被
災
し
た
福
岡
県
八
女
市
の
宮
ケ
原
橋
付

近
の
河
川
改
修
に
採
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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伝
承
鵜
呑
み
時
代
か
ら

　
史
実
確
認
の
時
代
へ

　
「
皇
居
の
二
重
橋
は
、勘
五
郎
さ
ん
が
架
け

な
は
っ
た
つ
で
し
ょ
う
」。「
あ
れ
っ
、岩
永
三
五

郎
さ
ん
は
種
山
石
工
て
思
っ
と
っ
た
ら
、違
う

と
で
す
か
」

　

東
陽
石
匠
館
に
来
ら
れ
る
お
客
さ
ん
の
多

く
は
、伝
承
を
鵜
呑（
う
の
）み
に
し
て
お
ら
れ

る
。実
は
、私
も
昔
は
そ
う
だ
っ
た
。そ
の
い
く

つ
か
を
、昭
和
20
年
代
末
〜
30
年
代
ご
ろ
の
ス

ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
か
ら
紹
介
し
よ
う
。

　
「
眼
鏡
橋
の
石
工　

橋
本
勘
五
郎
」と
題
し

て
、郷
土
史
家
高
田
素
次
さ
ん（
昭
和
29
年
12

月
発
行
・
熊
本
日
日
新
聞
）は
、「
眼
鏡
橋
架
設

に
は
特
殊
な
技
術
を
持
っ
て
い
た
た
め
に
、明

治
政
府
か
ら
召
し
出
さ
れ
て
宮
城
二
重
橋
の

架
設
に
当
た
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
」

　
「
近
世
名
匠
伝
」（
昭
和
32
年
11
月
熊
日
）を

連
載
し
た
豊
福
一
喜
さ
ん
も「
勘
五
郎
が
土
木

技
術
の
腕
を
買
わ
れ
…（
省
略
）…
宮
城
の
二

重
橋
は
じ
め
…
」と
似
た
執
筆
ぶ
り
。

　

さ
ら
に
前
述
の
高
田
さ
ん
は
、連
載「
熊
本

人
物
鉱
脈
」（
昭
和
37
年
10
月
）に
も
同
様
の
内

容
を
執
筆
さ
れ
、研
究
不
足
だ
っ
た
私
は
、「
そ

う
な
の
か
」と
鵜
呑
み
に
し
て
い
た
。

　

そ
の
後
、熊
日
社
が「
熊
本
大
百
科
辞
典
」の

発
行
を
企
画
し
、多
数
の
関
係
者
に
執
筆
を
依

頼
し
た
。あ
ろ
う
こ
と
か
私
に
も
、「
種
山
石

工
」に
つ
い
て
の
執
筆
依
頼
が
来
た
。断
れ
ば

い
い
の
に
私
は
、史
実
確
認
の
手
段
も
知
ら
ぬ

ま
ま
に
書
い
た
。恥
を
忍
ん
で
次
に
記
す
。

※　

※　

※

　
「
種
山
石
工　

た
ね
や
ま
い
し
く
」

　

江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
中
期
ま
で
県
内

を
中
心
に
数
多
く
の
眼
鏡
橋
を
架
け
た
石
工

の
一
族
。始
祖
は
長
崎
奉
行
書
所
勤
め
の
武
士

藤
原
林
七
だ
が
、事
情
が
あ
っ
て
八
代
郡
種
山

村（
現
東
陽
村
）に
来
て
農
業
と
石
工
を
始
め

た
と
い
う
。林
七
は

長
崎
で
ひ
そ
か
に

教
わ
っ
た
円
周
率

を
用
い
て
眼
鏡
橋

を
架
け
、こ
の
秘
法

は
子
の
嘉
八
や
孫

の
宇
助
ら
に
伝
え

ら
れ
た
。一
族
の
一

人
岩
永
三
五
郎
は

非
凡
な
才
能
を
発

揮
し
、砥
用
の
雄
亀

滝
橋
を
は
じ
め
、県

内
に
十
数
橋
を
架

け
た
と
伝
え
ら
れ

る
。天
保
十
一
年（
一

八
四
〇
）に
は
薩
摩
藩
に
招
か
れ
、鹿
児
島
市

内
の
西
田
橋
な
ど
を
架
け
た
こ
と
は
有
名
。

宇
助
ら
兄
弟
も
県
内
に
幾
多
の
橋
を
架
け
た

が
、曲
線
の
目
地
は
独
特
の
手
法
。共
同
で
作

業
し
た
場
合
が
多
く
、砥
用
の
霊
台
橋
は
代

表
作
の
一
つ
。三
五
郎
帰
郷
後
は
、氷
川
を
境

に
南
部
を
三
五
郎
の
野
津
組
が
、北
部
を
甥

た
ち
の
種
山
組
が
担
当
す
る
協
定
を
結
び
、

共
存
を
図
っ
た
。宇
助
の
弟
丈
八
は
、通
潤
橋

架
設
時
の
業
績
が
認
め
ら
れ
て
橋
本
姓
を
賜

り
、名
も
勘
五
郎
と
改
め
た
。明
治
四
年（
一
八

七
二
）に
は
新
政
府
に
招
か
れ
、都
内
に
皇
居

二
重
橋
な
ど
を
架
け
、帰
郷
後
も
活
躍
し
た
。

（
昭
和
57
年
４
月
発
行
）

※　

※　

※

　

他
人
さ
ま
の
説
を
史
実
と
照
合
す
る
手
段

も
分
か
ら
ず
に
鵜
呑
み
に
し
て
い
た
私
は
、林

七
が
長
崎
奉
行
所
勤
め
と
い
う
の
も
疑
う
こ

と
な
く
、三
五
郎
は
少
年
少
女
向
け
の
小
説

「
肥
後
の
石
工
」に
、著
者
の
今
西
祐
行
さ
ん
が

「
種
山
出
身
の
石
工
」と
執
筆
し
て
お
ら
れ
た

の
で
そ
う
思
い
込
ん
で
い
た
が
、昭
和
が
終
わ

り
平
成
に
移
る
こ
ろ
私
は
、肥
後
・
熊
本
藩
の

公
文
書
と
い
え
る
古
文
書「
町
在（
ま
ち
ざ

い
）」を
知
る
機
会
に
遭
遇
し
た
。

　

霊
台
橋
架
設
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
、伴
七
の
こ

と
を
調
べ
て
い
た
と
き
、Ｋ
高
校
勤
務（
当
時
）

の
蓑
田
勝
彦
さ
ん
に
会
い
、貴
重
な
助
言
を
賜

っ
た
こ
と
が
、「
町
在
」を
見
る
き
っ
か
け
に
な

っ
た
。以
後
し
ば
ら
く
は
、熊
本
大
学
附
属
図

書
館
や
熊
本
県
立
図
書
館
へ
通
い
、「
町
在
」に

目
を
通
す
た
び
に
、目
か
ら
う
ろ
こ
が
落
ち
る

思
い
だ
っ
た
。

　

例
え
ば
、三
五
郎
は「
野
津
手
永
、西
野
津

村
、石
工
宇
七
と
申
者
二
男　

三
五
郎
」と
墨

書
き
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
で
今
は
自
信
を
持
っ

て
、「
三
五
郎
は
野
津
の
石
工
で
す
」と
話
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

林
七
が
長
崎
奉
行
所
勤
め
だ
っ
た
こ
と
、わ

け
あ
っ
て
種
山
村
へ
来
た
こ
と
、姓
が
藤
原
だ

っ
た
こ
と
な
ど
、探
し
た
史
料
に
は
見
当
た
ら

ず
、墓
碑
に
は「
俗
名　

林
七
」と
だ
け
彫
ら
れ

て
い
る
。

　

丈
八
に
つ
い
て
、橋
本
姓
を
賜
る
の
は「
通

潤
橋
架
設
の
業
績
に
よ
る
と
の
説
を
、何
度
も

読
み
聞
い
た
が
、石
工
頭
の
宇
市
を
差
し
置
い

て
副
頭（
そ
え
か
し
ら
）の
丈
八
だ
け
が
姓
を

賜
る
の
は
お
か
し
い
」と
、蓑
田
さ
ん
は
指
摘

さ
れ
る
。当
時
の
肥
後
・
熊
本
に
は
寸
志
制
度

が
あ
り
、一
定
額
の
献
金
に
よ
り
姓
を
名
乗
る

こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

改
名
し
た
勘
五
郎
が
明
治
政
府
に
呼
ば
れ

て
上
京
し
た
の
は
明
治
６
年
２
月
、帰
郷
は
不

明
確
だ
が
同
７
年
夏
ご
ろ
。そ
の
間
に
架
設
し

た
眼
鏡
橋
は
、私
の
調
査
で
は
神
田
筋
違
橋

（
＝
か
ん
だ
す
じ
か
い
は
し
、後
の
萬
世
橋
＝

よ
ろ
ず
よ
は
し
）と
浅
草
橋
。帰
郷
土
産
に
江

戸
橋
設
計
図
が
あ
る
が
、同
橋
の
架
設
は
明
治

８
年
だ
か
ら
勘
五
郎
帰
郷
後
の
こ
と
。皇
居
正

門
石
橋
の
築
造
は
、勘
五
郎
帰
郷
か
ら
10
年
以

上
た
つ
明
治
20
年
。こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、都
内

の
橋
に
詳
し
い
伊
東
孝
さ
ん（
当
時
・
日
本
大

学
理
工
学
部
教
授
）が
山
都
町
へ
講
演
に
お
い

で
た
日
の
夜
、歓
談
し
な
が
ら
確
認
し
た
の
で

間
違
い
な
し
。

　

従
っ
て
、俗
に
い
う
皇
居
の
二
重
橋
は
、勘
五

郎
が
架
け
た
橋
で
は
な
い
。

　
「
熊
本
大
百
科
辞
典
」の
改
訂
版
が
出
る
と

き
は
、史
実
を
確
認
し
た
内
容
の
文
章
を
書
く

つ
も
り
で
い
る
。　 （
２
０
１
５
年
２
月
４
日
）



「日本のいしばし」86 号（通算）　2015 年 3月31日発行　<8>

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
全
ペ
ー
ジ
を
閲

覧
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
石
工
養
成
事
業
」
を

ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
案
内
ペ
ー
ジ
が

表
示
さ
れ
る
。手
持
ち
の
パ
ソ
コ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
閲
覧
い
た
だ
き

た
い
。
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編
集
後
記

日本の石橋を守る会
～石橋とその文化を大切に～

　

会
員
の
多
様
な
活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、

中
で
も
４
・
５
面
の
「
甲
賀
十
三
橋
め
ぐ
り
」

で
は
、
石
橋
を
ま
ち
お
こ
し
に
活
用
す
る
に

は
、
各
石
橋
を
ル
ー
ト
で
紹
介
す
る
こ
と
、
ネ

ー
ミ
ン
グ
が
重
要
な
こ
と
を
教
え
ら
れ
ま
し

た
。１
面
の「
諫
早
の
親
子
眼
鏡
橋
」と
い
う
ネ

ー
ミ
ン
グ
も
引
き
つ
け
ら
れ
ま
す
。２
橋
は
石

橋
保
存
の
先
駆
的
事
例
と
し
て
、
ワ
ン
セ
ッ
ト

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。６
面
の
石
橋
の
現
地
保

存
の
方
法
論
は
、
会
員
と
し
て
は
知
っ
て
お
き

た
い
内
容
で
し
た
。７
面
の
「
Ｉ
♡
め
が
ね
橋
」

か
ら
は
、
一
人
歩
き
す
る
伝
承
を
修
正
す
る
難

し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。会
報
担
当
と
し
て
は
、

正
確
な
情
報
を
紹
介
す
る
こ
と
を
心
に
留
め

置
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
会
報
担
当　

中
村
ま
さ
あ
き
）

　

沖
縄
本
島
の
北
、
約
60
㌔
に
位
置
す
る

沖
永
良
部
島
。こ
の
日
本
の
南
の
島
に
、

堂
々
た
る
石
造
の
2
連
ア
ー
チ
橋
「
南
州

橋
」
が
あ
る
。架
橋
は
１
９
１
９
（
大
正

８
）年
、
各
ス
パ
ン
は
約
３
・
65
㍍
、
橋
幅

約
４
㍍
、
石
工
棟
梁
は
鹿
児
島
郡
伊
敷
村

大
字
小
野
の
宝
地
常
次
郎
と
分
か
っ
て
い

る
。橋
名
の
由
来
か
、橋
の
す
ぐ
そ
ば
に
は

「
南
州
神
社
」が
あ
る
。

　

そ
こ
は
幕
末
の
こ
ろ
、
南
州
と
呼
ば
れ

た
西
郷
隆
盛
が
薩
摩
の
国
父
、
島
津
久
光

公
の
怒
り
に
触
れ
て
流
罪
と
な
り
、
１
年

　

２
０
１
１
年
度
に
始
ま
っ
た
本

会
の
石
橋
構
築
・
修
復
技
術
者
養

成
事
業
（
上
塚
尚
孝
・
実
行
委
員

長
）。14
年
度
は
文
化
庁
の
補
助
を

受
け
、「
次
世
代
に
つ
な
ぐ
石
橋
構

築
・
修
復
技
術
」
と
題
し
た
冊
子

（
A
4
判
・
中
面
86
ペ
ー
ジ
・
カ
ラ

ー
）を
制
作
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
事
業
の
報
告
、
技

術
指
導
を
お
願
い
し
て
い
る
肥
後

種
山
石
工
技
術
継
承
者
・
竹
部
光

春
さ
ん（
熊
本
・
美
里
町
在
住
）の

石
工
人
生
の
紹
介
、
石
工
技
能
者

と
し
て
の
心
得
を
確
認
し
た
２
０

１
４
年
度
座
学
講
座
の
様
子
、
日

本
の
石
造
ア
ー
チ
橋
の
現
状
、
熊

本
大
学
大
学
院
の
山
尾
敏

孝
教
授
か
ら
の
寄
稿
な
ど

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

冊
子
は
３
０
０
部
発
行
。

次
回
大
会
参
加
者
に
配
布

を
予
定
し
て
い
る
が
、発
行

部
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

電
子
ブ
ッ
ク
に
し
て
、
公
式

石
橋
構
築
・
修
復
技
術
者
養
成
事
業
を
紹
介
す
る
冊
子
を
制
作

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
電
子
ブ
ッ
ク
で
閲
覧
を

半
の
牢
獄
生
活
の
中
で「
敬
天
愛
人
」の
思

想
を
完
成
さ
せ
た
場
所
と
い
わ
れ
る
。

　

南
州
橋
の
た
も
と
は
広
い
砂
浜
に
な
っ

て
い
て
、
か
つ
て
は
闘
牛
や
牛
の
せ
り
市
、

サ
ー
カ
ス
、
映
画
の
興
行
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

（
水
彩
画
・
写
真
＝
片
寄
俊
秀
）

　

飯
星
時
春
・
元
副
会
長

（
熊
本
県
）
が
、
２
０
１
４

年
5
月
9
日
永
眠
、
88
歳
。

聖
橋
を
守
る
会
会
長
、
矢

部
（
現
・
山
都
町
）
の
石
橋

を
守
る
会
会
長
を
歴
任
。

　

鶴
田
文
史
（
本
名
八
洲

成
）・
元
副
会
長（
熊
本
県
）

が
、
２
０
１
４
年
11
月
30

日
永
眠
、
78
歳
。天
草
歴
史

文
化
遺
産
の
会
顧
問
、
天

草
史
談
会
代
表
、
天
草
文

芸
会
代
表
を
歴
任
。

※
物
故
者
に
関
す
る
会
員
情
報
が
あ

れ
ば
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

石
橋
の
あ
る
風
景

片寄 俊秀 「南州橋」
鹿児島県大島郡和泊町和泊（沖永良部島）

事業紹介冊子の表紙

南
州
橋
の
基
底
部（
上
）と
上
流
側（
下
）


